
会  議  名 令和６年度 第４回３Ｒ推進行動会議 

開 催 日 令和７年３月１４日（金）  

開 催 場 所      エコプラザ 会議室 

事 務 局      環境リサイクル支援部 みなとリサイクル清掃事務所 

会 議 次 第      

１  ふれあい祭りの実施報告について 

２  リユース♡♡ブリッジの実施報告について 

３   エコ料理教室の実施報告について 

４  海洋プラスチック講演会＋ワークショップについて 

５  区民委員の選定について 

６  令和７年度３Ｒ推進行動会議にてＰＲしていくべき内容について 

７  その他 

資 料 

資料 ふれあい祭り実施報告書 

資料 リユース♡♡ブリッジの実施報告書 

資料 エコ料理教室の実施報告について 

資料 海洋プラスチック講演会＋ワークショップについて（チラシ） 

 会議の結果及び主要な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ふれあい祭りの実施報告について（了承） 

事務局から実施報告。 

当日の様子について事務局から口頭とプロジェクター写真により説明。  

今回のブーステーマは「資源循環」とし実物・パネル・クイズコーナを体験するブー

ス構成とした。ブース内では、小さな家具展・外の２つのブースで資源回収（フード

ドライブ・廃食油・おもちゃの回収）やパネル展示（ごみの分別・海洋プラスチック・3

Ｒ推進行動会議等）やクイズコーナ（賞味期限・消費期限クイズとごみの分別方法）

を実施した。全体の来場者数 600人のうち半数の 300人程度が来場し人波が絶

えない活気ある状況を作ることができた。  

 

主な意見：非常に見せ方や人の流れの作り方、展示内容について工夫されており、

クイズコーナでは質問内容も良いものであったのではないか   

       展示についても実物があるというのは良いことである 見るだけではな

く触れるのは良いことである  

        

２ リユース♡♡ブリッジの実施報告について（了承） 

事務局から実施報告。  

2月15日２部制でエコプラザにて実施 洋服のリユース数は９５点 今回初の試み

としておもちゃのリユースとして１８点を実施した。  



 様子について家族連れの買い物のような様子であったことと、ごみではなく活用で

きるものであることを利用者には再認識頂けたのではないかと事務局から口頭と

プロジェクター写真により説明。  

第二回3Ｒ推進行動での委員意見のランドセルの交換会については、課題整理が

必要であることから実施に至らなかったことを説明。今後もおもちゃの交換会も含

めて幅広く検討をする旨説明。  

主な意見：ニーズがあるのに募集人数が少ないのではないか 

       申し込み方法について工夫をする必要があるのでは(抽選方法等) 

       交換方法や参加方法等も含めて工夫が必要では 

       ランドセルの交換会については、教育委員会も含めて対応検討しては 

       需要がある中でどのように満足度を上げていくかを検討しては  

３   エコ料理教室の実施報告について（了承） 

事務局から実施報告。  

参加者は８組の１９人。 

実施内容は和食とした。和食は古くから発酵させることや保存食品として加工

することで栄養価も上がり長期間の保存にも耐えうるものがある。 和の食習

慣を継続することは実はエコな取り組みにもなることを気付いてもらうきっ

かけになったのではないかと事務局から口頭とプロジェクター写真により説明。 

主な意見：手の込んだ料理となったようで参加者にも良かったのではないか 

     学生の方々も参加者とコミュニケーションを取りつつフォローして 

いたようで、非常に楽しくできたのではないか 

         食品ロスの観点からも非常に学びとなったのではないか 

     実施場所については、偏らないように調整が必要ではないか 

     区内にある大学・団体等と連携をした試みはよいのではないか 

４  海洋プラスチック講演会＋ワークショップについて（情報提供） 

事務局から実施について説明。 

海洋プラスチックの理解とかかわり方について意識啓発を目的とする。 

開催予定日は令和７年３月１５日 会場は消費者センターの予定。 

対象者は区内、在住・在学の小学生及び保護者の１０組である。  

実施内容は講演会を中心に気づき・発見を目的としたワークショップも開催  

公演については、専門的観点から大学教授に依頼。 もう一人は海岸のクリー

ンアップを行っている NPOの方に依頼予定。  

ワークショップは区内で採取した海岸の海砂からマイクロプラスチックを見

つけるものを行う予定である。  

主な意見：実施報告は次回（４月２５日） 

      募集人数について人数が少ないのではないか 

       広報誌が月２回の発行となっている 応募についてタイミングを図る工

夫が必要となるのではないか 



 

５  区民委員の選定について 

事務局から説明。 

応募多数の中、２名の区民委員を選定。 

掛林様と荒木様が次年度からの委員となる。 

 

６  令和７年度３Ｒ推進行動会議にてＰＲしていくべき内容について 

主な意見：〇エコライフ・フェア 

    リサイクル体験展示（や動画） 

    アップサイクル品展示（や配布） 

    「未来の循環型社会を実現」をＰＲ 

    暮らしを見直そう・・・ 

    家の中の「使うものリスト」を書き出し「譲る」「捨てる」に分ける 

    〇区民まつり 

    ごみの分別体験「間違えないでね！」 

    災害時の備蓄 ローリングストック 

    スタンプラリー（３Ｒ・環境系の団体と協力） 

    分別展示（アルミとスチール・ＰＰ・ＰＥとＰＥＴ） 

    「未来の循環型社会を実現」をＰＲ 

    〇パネル展示会・その他 

    ２３区廃棄物処理の最新動向の展示 

    「未来の循環型社会を実現」をＰＲ 

    ごみの廃棄方法の注意 

    食品ロスの取組み例 

    ３Ｒに関するリーダ育成を行うことでより浸透させてはどうか 

 

７  その他 

〇区民委員退任挨拶 

〇令和７年度の日程について確認 

〇事務局の退任挨拶 

 

 

 

  

 

 

 


